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Σ．研究の目的 

 

㧝．日本の社会߅よび教育現場にߌ߅る笑いの関心の高߹ࠅ 

人߇笑うという現象ޔߪ常に謎めいた߽のとߒてߪޔる߆ᤄࠄ߆国内外を問わߕあࠄゆる人物߇関

心を抱ޔ߈その謎の解᣿に取ࠅ組߈ߢࠎた。1976 年にࡑ࡯ࡁン・ࠞ࠭ン࠭߇自ࠄの闘病記ޡ笑いと治

癒力ޢにおいてޔ笑い߇人間の自然治癒力を高めることを主張ߔる
(1)
とޔ笑いの効能について߽ޔ特

にක学界において関心の高߹ࠅを見ߖた。 

1994 年にޔߪ੗਄宏を会長とߒてޟޔ日本笑い学会߇ޠ設立さࠇた。ޟ日本笑い学会ޔߪޠ笑いの

文化的発展に寄ਈߔることを目的とߒておޔࠅ笑いと࡙ࠕࡕ࡯に関ߔる総合的ߥ研究߇行わࠇている。

現在ߪߢ੗਄に代わߞて森ਅ伸਽߇会長をോめ1000ޔ 人超の会員と 17 の支部を持つޟޔ笑い学ޠ研

究機関とߒてߪ最߽大ߥ߈組織ߢある。
 

߹た笑いとක学に特化ߒた研究を行うため2006ޔ 年にޟ笑いと健ᐽ学会ޠ㧔会長：澤↰㓉治㧕߇設

立さࠇた。さࠄに 2007 年にߪ新たߥ学術領域の創出を目的とߒてࠕࡕ࡯࡙ޟޔ・サイエンス学会ޠ

㧔会長：木᧛洋ੑ㧕߇設立さࠇた。ࠕࡕ࡯࡙ޟ・サイエンス学会ޔߪޠ笑いのන૏̌aH㧔ࠕッࡂ㧕̍

を用いて笑いの㊂を測定ߔるޟ笑い測定機ޠを開発ߒたことޔߢさࠄに幅広い笑いの数値化߿実験を

可能にߒた。
(2) 

このࠃうߥ社会の流ࠇと相俟ߞてޔ教育現場における笑いの関心߽21ޔ 世紀に入ߞてࠄ߆高߹ߞて

いߞた。青砥㧔2007㧕にޔ߫ࠇࠃ笑いと教育を交えたవ行研究21ޔߪ 世紀以降ޔ飛躍的に増加ߒた

こと߇わߞ߆ている。
(3)
こޟޔߪࠇ笑い߇人間にとߞて有益ߢあるޠという社会的認知ޟޔ߇日本笑

い学会ޠ設立以降の様々ߥ研究にޔࠅࠃ᣿߆ࠄにߞߥたߛࠄ߆と考えࠇࠄる。 

20 世紀に見ࠇࠄるవ行研究ޔߪߢ国語科教育のᨒ組みࠄ߆子߽ߤの࡙ࠕࡕ࡯能力育成のためのන元

構想
(4)
をឭ案ߒた大᧛㧔1992㧕ޟޔ߿੹ޔ日本の教育に何߇足ߥࠅい߆といえ߫ࠕࡕ࡯࡙ޡޔのセン
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スߛޢといえるޠ
(5)
と述ࠕࡕ࡯࡙ޔߴあ߰ࠇる教師ߪ人間性に߽優ࠇていると主張ߒた有↰㧔1993㧕

 。るࠇࠄߍ挙߇ߤߥ

2001 年ޟޔお笑い教師同盟ޠ㧔代表：਄條晴ᄦ㧕߇設立さࠇるとޔ現場の教師を中心とߒた会員ޔ߇

笑いを活ߒ߆た学⚖経営・授業実践を中心にޔ意見交឵߿実践例紹੺を行うࠃうにߞߥた。
(6) 

さࠄに文部科学省ߪ 2010 年ᐲޔࠄ߆児童・生ᓤのޟ対話力ޠ向਄を狙いとߒたޔ落語家߿劇団員

の学校派遣事業を開始ߔること߇᳿߹ߞた。
(7) 

 

㧞．本研究の課題 

網 本研究の課題ޔߪ次の 2 点に集約さࠇる。1 点目ޔߪᓥ来のޟ笑いޠとޠࠕࡕ࡯࡙ޟに関ߔる定義

߇ࠇߙࠇのそޠࠕࡕ࡯࡙ޟとޠ笑いޟޔ研究においてޠ笑い学ޟ。あるߢという点ޔ߆あるߢ適ಾ߇

定義ߔる߽の߇統一さࠇていたޔ߆という部分ߪߢ疑問߇ᱷる。特にޠࠕࡕ࡯࡙ޟという言葉の定義

ࠅたࠇࠄて用いߒ言葉とߔ人の能力をさߪにᤨޔてߒ言葉とߔ状況をさߪにᤨޔࠅあߢ非常に曖ᤒߪ

 。るߔ

さࠄにࡠࡈイ࠻㧔1969㧕ࠕࡕ࡯࡙ޟޔߪの本質ߪ㧘四࿐の状況ࠄ߆いえ߫当然起こるߕߪの興奮を

起こさߕߖにޔߖ߹ߔそのࠃうߥ感情の表出߇許さࠇそうߥ事態を冗談ߢ乗ࠅಾߞてߒ߹うという点

にある。ޠ
(8)
と述ޔߴ笑いの中ޔ߽ߢ⧰境に立たさࠇたᤨの自分自身を笑い飛߫ޔߒ自ࠄを救う߽の

ޔるためߥ研究のቴ観性を失うことにޔߪ変わること߇て定義ߞࠃ論者に߿ている。状況ߒあるとߢ

概念について再考ߥߒくてߥࠄߥߪい。 

網 2 点目ޟޔߪ笑いޠࠕࡕ࡯࡙ޟޠをߤのࠃうに教育ߔるޔ߆という点ߢある。こߪࠇ子ߛ߽ߤけߢ

ߥ出来ߪることߔ適ಾに指ዉޔߪくてߥを適ಾに扱う方法を学߫ޠࠕࡕ࡯࡙ޟޠ笑いޟ教師߽ޔくߥ

い。そ߽そ߽ޟޔ笑いޠࠕࡕ࡯࡙ޟޠを教育ߔること自体߇必要ߥのߢあࠈうޟ。߆笑いࡕ࡯࡙ޟޠ

た才能以਄に伸びることࠇ߹て生ߞ持ޔてߞあߢ行うことߢࠎ込ࠅ自然のうちに取߇人間ޔߪとޠࠕ

ޔてߒたとߞあ߇る能力ߔ表現ߪあるいޔ取るߓを感ޠࠕࡕ࡯࡙ޟޠ笑いޟޔ仮に。߆うࠈߛいのߥߪ

そ߇ࠄࠇ何߆ࠄの指ዉにߞࠃて育成߈ߢるとߒたޔࠄ子ߪ߽ߤ笑いにߞࠃてࠅࠃޔ豊ߥ߆人生を送ࠇ

るのߥߪߢいࠈߛう߆。 

 

Τ．ޟ笑いޠࠕࡕ࡯࡙ޟޠの概念の再定義 

 

㧝．西洋࡮日本に見ࠇࠄるޟ笑いޠの定義 

網 笑い研究においてޔ笑いの言葉਄の定義にさ߶ߤ差異ߪ見ޔߕࠇࠄ߶とߤࠎの研究者ޟߪ人߇お߆

のߥけߛ人間ߪ笑うのޟޠ߆笑うのߪ人ߗߥޟࠈߒ߻。と捉えているޠ笑いޟをޠる現象ߓみを感ߒ

心理ޔක学ޔ文学ޔࠇ注目さ߇ということޠ߆るのࠇた分類さ߹ޔࠇうに生起さࠃのߤߪ笑いޟޠ߆

学ޔ社会学ޔ文化人類学ޔߤߥ様々ߥ観点ߢ考察さࠇている。 
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機械ޔにޠ生ޟのߕߪあるߢ߆߿ߥߒ本来ޔߒ演劇を題᧚と࡞ࠖࡧド࡯ࡏޔߪソン㧔1938㧕ࠣ࡞ࡌ

的ޟߥ自動進行ޠと߽いえるࠃうޟߥこわ߫߇ޠࠅ生ߓたと߈にޟ笑いޠにߥると定義ߒた。
(9) 

߹たޔ堂本㧔2002㧕ߪ自身の研究においてޔドイ࠷のฎౖ研究におけるޟ笑いޠの定義についてޔ

以ਅのޔを中心に࡯࠽ス࡟ࡊと࠻イࡠࡈ 5 点に߹とめた。
(10) 

 

γ)網 笑いߪ集団の中ߢ生起ߔるޟある出来事ޠに対ߔる⑳的෻応ߢある。㧔⑳的空間とߒての笑い㧕 

δ)網 笑いޔߪ抑࿶ࠄ߆の解᡼という快感をと߽ߥう㧔笑いと快感㧕 

ε)網  いる。㧔笑いの人間関係Ⅰ㧕ߢࠎを含࡟び価値無化の࠭ࠃ価値ૐਅおޔߪとޠある出来事ޟ

ζ)網 笑いޔߪ人間関係のද調性を示ߔ一方ޔߢ排他性߽あࠄわߔ。㧔笑いの人間関係Τ㧕 

η)網 笑いߪ既成の秩序に弾力性を߽たߔࠄ現象ߢある㧔笑いと秩序㧕 

網  

日本のవ行研究ޔߪߢ織↰㧔1979㧕ޟ߇笑いޠについてޔウࠖッ࠻㧔人をೝߔ笑い㧕ޔコࡒッࠢ㧔人

を楽ߖ߹ߒる笑い㧕ࠕࡕ࡯࡙ޔ㧔人を救う笑い㧕の 3 つに分類ߒた。 

ウࠖッ࠻と࡜ࡉޔߪッ࡙ࠢ߿ࠕࡕ࡯風ೝの利いたࠫョࠢ࡯のࠃうにޔ相手を攻撃ߔることߢ生ߓる

笑いߢある。コࡒッࠢとޔߪฎくࡃߪスタ࠻࡯ࠠ・࡯ンࠢ࡞ࡑ߿スఱ弟ޔドࡈ࡝タ߿࠭࡯コン࠻ 55

ภに見ࠇࠄるߒࠞࡃࠞࡃޔい笑いߢあޔࠅ相手ߪ何߽考えߕに楽߻ߒこと߈ߢ߇る。࡙ࠕࡕ࡯とޔߪ

自分自身の傷ついた心を癒ߔための笑いߢあޔࠅ織↰ࠕࡕ࡯࡙ߪにߞࠃてޔ人間ߪあࠄゆるෂ機的状

況を乗ࠅ越えること߈ߢ߇ると述ߴた。
(11) 

網 精␹生理学的ߥ研究ޟޔߪߢ笑いの起源ޔߪޠサ߇࡞ኂ߽ߥのをฯ߈出ߔ際のญの動ߢ߈あޔࠅこ

のޟ自己防衛のシࠣࡏޔࠄ߆ޠ࡞࠽スࠩ࡞のࠃうߥ優૏ߥ相手に対ߒてのޟ劣૏の表情ޠに発展ߒて

いߞたこと߇分ߞ߆ている㧔ᔒ水ࠄ㧘1994㧕。
(12)

その਄ߢᔒ水ޔߪ笑いをޟ快の笑いޟޠ社交਄の笑

いޟޠ緊張✭和の笑いޠの 3 つに分類ߒた。
  

網 ߹た੗਄㧔1984㧕ޟޔߪ笑いޠの効用についてޔ相手に親ߒみを持たߖるޟ親和作用ޔޠ相手の笑

㗻を引߈出さߖるޟ誘引作用ޔޠ笑うことߢ気持ちをスッࠠ࡝さߖるޟᵺ化作用ޔޠ笑うことߢ自分

のޠ解᡼作用ޟߔ戻ࠅさを取ߒࠄ 4 つ߇あるとߒた。
(13) 

 

㧞．ޟいい笑いޟޠ悪い笑いޠの定義ߪ必要߆ 

西洋において߽ޔ日本において߽ޟޔ笑いޠの定義ߪ大߈く相㆑߿ߪ߽ޔߕߖその定義ࠄߔ必要と

 。た߈てࠇࠄ進め߇る研究ߔて分類に関ߒそޔࡓ࠭࠾ࠞࡔ߿の効用ޠ笑いޟޔうにࠃの߆いߥߒ

ޠ笑いߥ高尚ޟޔޠᖡい笑いޟとޠいい笑いޟޔてࠇるにつߥく߆細߇の分類ޠ笑いޟ特にޔߒ߆ߒ

とޟਅ品ߥ笑いޠというࠃうߥ優劣差をつけるࠃうにޔࠅߥ優性ߥ笑いをޠࠕࡕ࡯࡙ޟと称ߒて定義

 。たߞߥうにࠃるࠇࠄ多く見߇る研究者ߔ
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前述の通ࡠࡈޔࠅイߪ࠻⧰境に立たさࠇたᤨの自分自身を笑い飛߫ޔߒ自ࠄを救う߽のこそ࡯࡙߇

 。るߥということにޔいߥߪߢޠの本質ࠕࡕ࡯࡙ޟߪ笑い߻ߥߒ᥉段たޔࠅあߢࠕࡕ

߹た࡯࠺ޔケン㧔1995㧕ࠕࡕ࡯࡙ߪについてޟޔ੹自分ߪ非常につࠄく⧰ߒい状態にある。ޔ߇ߛ

そࠇに߽߆߆わޔߕࠄ相手に少߽ߢߒ喜ࠄ߽ߢࠎおうとޔ߶߶えみ߆ける優ߒい心߆ߠい―こޔ߇ࠇ

ᗲと思いࠅ߿に満ちた࡙ࠕࡕ࡯の原点ߛޠと述ߴた。
(14)

ᗲのある笑いޔ人を救おうという思いࠅ߿の

笑いߢޠࠕࡕ࡯࡙ޟ߇あޔࠅそߥ߇ࠇけߥߪߢޠࠕࡕ࡯࡙ޟ߫ࠇいޔというࠃうߥ表現ߢある。 

網 さࠄにޔ河盛㧔1969㧕ࠕࡕ࡯࡙ߪとエス࡝ࡊ㧔機知・ウࠖッ࠻㧕の㆑いについてࠕޔンド࡯ࡕ・࡟

࠺ߪたߥあ̌ޔࠅߥにࠕࡕ࡯と言え࡙߫̍ߔߢウࡏࡁࠢ࠺ߪߒわた̌ޟޔࠄ߇ߥߒの言葉を引用ࠕࡠ

。たߴと述ޠ。るߥ㧕に࠻㧔機知・ウࠖッ࡝ࡊと言え߫エス̍ߔߢウࡏࡁࠢ
(15)

自己犠牲あߪࠕࡕ࡯࡙

るいߪ自分をਅに見ߖる㧔へࠅくߛる㧕ことޔߢ相手に笑いをਈえるのに対ޔߒエスߪ࡝ࡊ相手を⾇

めたޔࠅ攻撃ߒたߔࠅることߢ生ߓる笑いߢあるということにߥる。 

網 る広義ࠇࠄ用いߢ᥉段の生活ޔࠅあߢ義的⁜ߪޠࠕࡕ࡯࡙ޟるࠇ河盛に示さޔケン࡯࠺߿࠻イࡠࡈ

的ߥ意味合いとߪ別の߽のߢある。 

こࠇに対ޔߒ᛬衷的ޠࠕࡕ࡯࡙ޟߥ観を述ߴたの߇葛西㧔1999㧘2004㧕ߢあߞた。葛西࡯࡙ޟޔߪ

。を捉えたޠࠕࡕ࡯࡙ޟߢ次の㧟段㓏ޔࠄ߆様々あること߇という言葉について解釈ޠࠕࡕ
(16) 

 

広義の࡙ޟ̖ࠕࡕ࡯おߒ߆みޠと同ߓ意味 

中間の広さの意味の࡙߉ߤ̖ࠕࡕ࡯ついおߒ߆さߤߥを含߹ߥい਄品ߥおߒ߆さ 

⁜義の࡙̖ࠕࡕ࡯人間性に結びついたある種の深みのあるおߒ߆さ 

網  

さࠄに葛西ࡠ࡯࡛ޔߪッࡄの人߿日本の哲学者・文学者ޔ߇人間性に結びついたある種の深みのあ

るおߒ߆さߛけを࡙ߛࠕࡕ࡯と考えていると述ߴた。
(17)

葛西の指摘ߤおޔࠅ一般人と研究者との間に

ある要因߽ここにあߢ曖ᤒ߇の定義ޠࠕࡕ࡯࡙ޟޔࠇࠄ見߇㆑いߥ߈の捉え方に大ޠࠕࡕ࡯࡙ޟޔߪ

ること߇わ߆る。ޔߒ߆ߒ葛西の᛬衷的ޠࠕࡕ࡯࡙ޟߥ観߽ޔ結局ޠࠕࡕ࡯࡙ޟߪという言葉の中ߢ

弾力的に優劣を付けているに過ޔߕ߉根本的に変わߞているとߪ言い難い。 

網  

㧟．笑いにߌ߅る྾分法思考の成立 

網 以਄のࠃうにޔవ行研究ޟޔߪߢ笑いޠの効用߿分類に対ߒて目߇向けࠇࠄて߈た。ޔߒ߆ߒその

中ޟߢ高尚－ਅ品ޟޠ善－ᖡޠといߞたੑ分法ޟߢ笑いޠを捉えることޔߢ本来笑い߇持ߞているޟ包

括的ߥ性質ޔޠ言い឵えޟޔ߫ࠇ両義的ߥ性質ޠを見誤ߞているのߥߪߢいࠈߛう߆。 

織↰㧔1983㧕ޔߪ物事におけるੑ分法の考え方を批್ޔߒ数学ߢ用いࠇࠄる x ᐳ標軸と y ᐳ標軸の

のޠス࠽イࡑޟޠス࡜ࡊスの中の࠽イࡑޟޠス࠽イࡑスの中の࡜ࡊޟޠス࡜ࡊޟޔうにࠃ 4 つ߇最ૐ

。たߒてឭ唱ߒとޠ四分法思考ޟ価値್断の基準をߥうࠃこのޔߒあるとߢ必要߽ߢ
(18) 
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ධ極大陸にᱷさࡍޔࠇンࠡンߤߥを食ࠄ߇ߥߴ極寒の地を生߈抜いたޔ犬のᄥ郎と次郎の物語に日

本中߇感動ߔる中ޔᤊ新一ޟߪ犬に食わࠇたࡍンࠡンの立場ߤߪうߥる。ޠと言い᡼ߞた。
(19) 

このࠃうにޔ笑いߪたびたびޔ思ߞて߽みߞ߆ߥたࠃうߥ視点߇加わޔࠅ四分法思考߇生߹ࠇるこ

とߢ成立ߔるのߢある。 

結局のとこޟޔࠈ笑いޠࠕࡕ࡯࡙ޟޠの定義についてޔ議論の߿߿こߒさを生ߢࠎいる要因ޟޔߪ笑

いޠとޠࠕࡕ࡯࡙ޟそ߽߇ࠇߙࠇつ意味合いに㊀߇ࠅߥあるߛࠄ߆と考える。人߇おߒ߆みを感ߓる

߽のをޔ人間ߪあるᤨޟߪ笑いޠと表現さޔࠇあるᤨޠࠕࡕ࡯࡙ޟߪと表現ߔる。そう߆と思え߫ޔ

研究者たちߪ⁜義的ޠࠕࡕ࡯࡙ޟߥ観について考えるあ߹ޔࠅ一般の人々߇持つޠࠕࡕ࡯࡙ޟ観とਵ

㔌ޔߒ研究者の内々ޔߢつ߆みߤこࠈのߥい議論を繰ࠅ返ߒている。 

筆者ޟޔߪ笑い学ޠ研究におけるޔこの堂々巡ࠅの議論を終わߖࠄるためにޟޔ笑いޠࠕࡕ࡯࡙ޟޠ

そࠇߙࠇに⁛立ߒた定義をਈえること߇必要ߢあると考えた。つ߹ޟޔࠅ笑いޠࠕࡕ࡯࡙ޟޠの定義

に㊀複ߔる部分をߥくޔߒその਄ߢ両者を❬ߋ新たߥ概念を見出ߔことを試みたのߢある。 

 

㧠．狭義的ޠࠕࡕ࡯࡙ޟ観の詭弁 

そ߽そ߽࡙ࠕࡕ࡯にޟޔ⧰境ࠄ߆自分自身を救う笑いޟޔ߿ޠ質の良い笑いޠいう⁜義的ߥ定義ߪ

必要ߥのࠈߛうߢ。߆ある߫ࠄߥ㧘何を根᜚とߒて㧘ޟ⧰境ࠄ߆自分自身を救う笑いޠとそうߥߢい

笑いを್別ߔるの߆。 

仮にޟ⧰境ࠄ߆自分自身を救うޠための前向ߥ߈思考߿視点の転឵ߴߔޔ߇ての笑いにߞࠃて喚起

さࠇるのߢあޔ߫ࠇ笑う対象とߥる࡙ߴߔࠕࡕ࡯てޟޔ߇⧰境ࠄ߆自分自身を救う߽ޠのにߥるߕߪ

ჿを大ޔのを㒰いて߽ߥ病的ߪ笑いޔߪߢක学・心理学における笑いの研究ޔࠈある。実際のとこߢ

߇心身に良い影響をਈえるということޔこと߽߻と微笑ࠅこߞにߢ笑㗻ࠅ作ޔて笑うこと߽ߒく出߈

定説とߞߥているのߢある。 

つ߹ޔࠅいߥ߆る種類の笑いߢあࠇ㧔仮に差別的表現࡜ࡉ߿ッࠢࠫョࠢ࡯㧘ਅࡀタߤߥを含߽߻の

の効ޠ笑いޟくߒと߭ޔてߒに߈倫理的追及を抜ߪた人間ߞ笑ޔて߽㧕ߒたとߞあߢる笑い߈起ࠄ߆

用を੨ฃߔること߇出来るのߢあޟޔࠅ⧰境ࠄ߆自分自身を救う笑いޟޔ߇ޠ高尚ߥ笑いߢޠあると

いうことにߪつߥࠄ߇ߥいのߢある。ߤのࠃうߥ種類のޟ笑いޠにߞࠃて救わࠇるޔߤߥ߆人のޟ感

覚ߥߪߢޠいࠈߛう߆。差別的ߥ表現ߢあޔࠇਅ品ߥ表現ߢあޔࠇそࠇにߞࠃて救わࠇる人間߇いる

ことߪ事実ߥのߢある。 

ゆえにޟޔ人を救う笑いこそ࡙ߢࠕࡕ࡯あるޠという⁜義的ޠࠕࡕ࡯࡙ޟߥ観ߪ⹡弁ߢあޔࠅいߕ

とޠあるߢ高尚ޟ߇自体ࠇている。そߞを持ޠ可能性ޟるࠇ救わߪにおいて߽人ޠ笑いޟの種類のࠇ

美ޟޔてߞࠃ人間の笑いのᔒ向性にޔߪことߥうࠃというޠあるߢ差別的ޟޔ߆とޠあるߢਅ品ޟޔ߆

 。あるߢたく別の次元の議論ߞ߹ޔてߞあߢの話߆るߓと感ޠ良いߤうࠂちޟߪあるいޠいߒ
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㧡．ޟ森羅万象࡙ޠ⺑ࠕࡕ࡯ 

⁜義的ޠࠕࡕ࡯࡙ޟ観を取ࠅ払うことޔߢいࠇߕのޟ笑いޠにおいて߽人間ߪ救わࠇたޔࠅ救わࠇ

概念ޠࠕࡕ࡯࡙ޟޔてߞࠃにࠇそޔߒ߆ߒ。た߈見えて߇ることߔࠅたߞ߆ߥ何߽思わޔࠅたߞ߆ߥ

う。そう߹ߒてߓ感ࠄߔの定義自体の必要性ޠࠕࡕ࡯࡙ޟ߿ߪ߽ޔࠅߥい߽のとߥ実体のߔ߹ߔ߹߇

ߤߥく笑うことߥ理由ޔࠅあߢて笑うのߞあ߇け߆ߞ߈のࠄߒ߆何ߪࠇわࠇ実際にわޔいう߽ののߪ

あࠅえߥい。笑いを起こさߖる要素ߪ必ߕሽ在ߔるޔ߇そߴߔࠄࠇてに人間߇෻応出来るわけߥߪߢ

い。ޟあߥたと⑳ޔߪߢ笑いߤこ߇ࠈ㆑う。ߤߥޠと表現さࠇるࠃうにޔ個人個人の感性に触ࠇる要

素とޔ触ߥࠇい要素߇あるのߢある。 

以਄を踏߹えるとޠࠕࡕ࡯࡙ޟޔ概念に対ߒて新たߥ捉え方߇浮߆ぶ。ߥߔわちޠࠕࡕ࡯࡙ޟޔと

笑いߪޠࠕࡕ࡯࡙ޟ。るߥくߥߪߢ言葉ߔを指ޠ笑いその߽のޟその਄ޔࠅあߢの߽ߥ常に潜在的ߪ

を引߈起こߔ直接的要因ߥߪߢくޔࠅߥ笑いを್断ߔる全ᮭߪ笑う主体ߢあるޟ人間ޠにᆔࠇࠄߨる。

ޔてߞあߢるのࠇに転឵さޠ笑いޟࠇて取捨ㆬ択さߞࠃにޠ感覚ޟ人間のߪޠࠕࡕ࡯࡙ޟޔてߞ߇たߒ

この世のߴߔての事物ޠࠕࡕ࡯࡙ޟ߇の対象にߥる可能性を持ߞているということにߥる。 

このࠃうޟߥ森羅万象࡙ࠕࡕ࡯説ޠ
(20)

と߽いう߈ߴ考え方を取る場合ߴߔࠕࡕ࡯࡙ޔてޟ߇⧰境߆

ޠ感覚ޟ人間のޔߪ߆うߤ߆るࠇ救わࠄ߆て⧰境ߞࠃ笑いにޔࠅておߞ可能性を持ޠ自分自身を救うࠄ

にߞ߆߆ているのߢある。 

 

㧢．新たߥ能力概念࠮࡮ࠕࡕ࡯࡙ޟンࠬޠ 

織↰のࠕࡕ࡯࡙ޟ感覚ޠと同様にࠫޔッࡊ㧔1995㧕ޠࠕࡕ࡯࡙ޟޔߪとࠕࡕ࡯࡙ޟのセンスޠ㧔࡙

のޠ創ㅧ力ޟとޠ鑑賞力ޟその能力をޔその߽のを捉える能力㧕を分けて考えࠕࡕ࡯ 2 つに分類ߒた。

(21)
ࠫッࡊの場合ޠࠕࡕ࡯࡙ޟޔを笑いその߽のに૏置ߠけたためޔ筆者߇前述ߒたޟ␹羅万象࡙ࡕ࡯

 。たい߈㆑うことを付け加えておߪ説とޠࠕ

以਄の内容を߹とめޟޔ笑いޠࠕࡕ࡯࡙ޟޠを再定義ޔߒさࠄに新たߥ能力概念とߒてࠕࡕ࡯࡙ޟ・

センスޠを定義ߒたい。߹ޔߕ有形・無形問わޔߕ世の中ߴߔて潜在的にあるߪޠࠕࡕ࡯࡙ޟ人間߇

持つࠕࡕ࡯࡙ޟ・センスߞࠃޠて発見さࠇる。そߒてࠕࡕ࡯࡙ޟޔ・センスޠを੺ߒてޔ個人のޟ笑

いޠという現象に表出さࠇる。ࠕࡕ࡯࡙ޟ・センスޠとޟޔߪ笑いޠとޠࠕࡕ࡯࡙ޟを結ぶ媒੺物と

3ޔࠅߥ つの中߇ޠࠕࡕ࡯࡙ޟߪߢ最ਅ૏の概念ޟޔ笑い߇ޠ最਄૏の概念ࠕࡕ࡯࡙ޟޔ・センスޠ

 。る㧔࿑㧝を参照㧕ߥ中間概念と߇
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࿑㧝：筆者にࠃる再定義と新たߥ能力概念のឭ示 

 

 

Υ．学校教育にߌ߅るޟ笑いޠのዉ入とその可能性 

 

能ޔߢることߔを再定義ޠࠕࡕ࡯࡙ޟޠ笑いޟޔߖて⁛立さߒを能力概念とޠセンス・ࠕࡕ࡯࡙ޟ

力育成とߒてޟ教育ޠを行う余地߇出来る。その਄ࠃޔߢう߿くࠕࡕ࡯࡙ޟ教育ޠの必要性を述ߴる

こと߈ߢ߇る。ここޔߪߢ教師のコࡒュ࠾ケ࡯ション能力を中心に見てい߈たい。 

 

㧝．ޟ教師に求ࠇࠄ߼る資質ޠとߒてのコࡒュニ࡚ࠪ࡯ࠤン能力 

コࡒュ࠾ケ࡯ション能力に不቟を抱いている教師ߪ多い。河᧛㧔2002㧕ޔߪ教師の感覚と子߽ߤの

実態との࠭࡟を指摘ޔߒ現代の子߽ߤを前にߒたᤨޔ੹߹ߢのࠅ߿方ߪߢ਄手くいޔߕ߆自信を失く

。たߒいことを指摘ߥくߥ少߇ている教師ߒ
(22)

ここޔߢ教師のコࡒュ࠾ケ࡯ション能力に関ㅪߔると

考えࠇࠄるޔ学校教育の主要ߥ問題を 3 点挙ߍてお߈たい。 

1 点目に教師のᮭ威失墜ࠄ߆の立ち直ࠅの遅ߢࠇある。小浜㧔2001㧕ޔߪ子߽ߤ・保護者の教師に

対ߔるᮭޟ威をᮭ威とߒてᛚ認ߔる無意識の合意70ޔ߇ޠ 年代の後半ࠄ߆徐々に失わࠇたことᮭ߇威

失墜の理由ߢあるとߒた。背᥊にޔߪ欧米並みの近代化という大目標߇㆐成さޔࠇ生活߇豊߆にߞߥ

たことޟޔߢ学校に通い教師の言うことを聞ޔ߈一生懸๮勉強ߒて⽺困を脱ߒたいޠという倫理的気

風の༚失߇あߞた。 

小浜ޔߪ少子化と恵߹ࠇた養育環境にߞࠃてޟޔ都会的ߥ個人主義的感性߇育ち߆ޔつての学校空

間におけるࠃうߥ集団主義の気風にߥ߹ߓߥいޔ❫細ߢ傷つߔ߿߈くޔ気難ߒい心性の子߇߽ߤ大㊂

に出現ߒたޠためにޔ教師のᮭ威に服ߔることޔ߇感覚的に納得ߥ߈ߢいのߛと説᣿ߒた。
(23) 

߹た਄條㧔2000㧕ޔߪ教師ޡ߇教師のᮭ威ޢに቞ࠇࠄて઀事をߒて߈たᤨ代ߪ変わޔࠅ子߽ߤたち

。ているߴたと述߈てߞߥうにࠃ個性を求めるߥうࠃの࠻ン࡟タࡆ࡟࠹߇
(24) 

小浜と਄條ޔߪそߢࠇߙࠇ教師ᮭ威の失墜を指摘ޔࠄ߇ߥߒそ߇ࠄࠇ学⚖崩壊の問題に❬ߞ߇てい

ると߽主張ߒている。さࠄに᧛瀬㧔1996㧕࠻࡯ࡆޔߪたけߒの芸風に触ޔࠄ߇ߥࠇタ࡯ࡉの解禁߿秩

序の破壊߇笑いとߒて持ち込߹ࠇたことߢ子߽ߤの笑いのᔒ向性߇変わޔࠅ教師と子߽ߤとの人間関

係に߽影響をਈえたと指摘ߔる。
(25) 

・笑い網 網 ：おߒ߆みを感ߓる現象ߴߔて㧔ここߪߢ最਄૏の概念㧕網

最ਅ૏の概念㧕網ߪߢる笑いの要素㧔ここߔてに潜在ߴߔこの世：ࠕࡕ࡯࡙・

センス：網・ࠕࡕ࡯࡙・

人間߇笑い・࡙ࠕࡕ࡯の効果を੨ฃߔるための資質・能力。網

中間の概念㧕網ߪߢる媒੺物。㧔ここߖを笑いへと変化さࠕࡕ࡯࡙
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਄條と᧛瀬の主張ࡆ࡟࠹ޔࠄ߆を中心とߒた大衆文化ޔ߇子߽ߤへの理想の教師像を変えた߽のと

考えࠇࠄる。ޔߒ߆ߒ教師と子߽ߤとの新ߒいコࡒュ࠾ケ࡯ションの方法を見出ޔߒ立ち直ࠈうとい

う動߇߈組織的に活発に行わࠇている現場ߪ少ߥい。年々多ᔔにߞߥている教師にとߞてᤨޔ代の変

化に適応ߔるための余裕߇ᱷさࠇていߥいのߥࠇߒ߽߆い。 

網 2 点目にޔ教師の授業力をめߋる問題ߢある。ࠃい授業を行うためにߕ߹ޔߪ専門的ߥ教科の知識

と事前の授業準備߇不可ᰳߢある。ޔߒ߆ߒ表現力߿意思疎通といߞたコࡒュ࠾ケ࡯ション能力߇あ

シ࡯ケ࠾ュࡒ内容の理解ᐲをコ߿の興味・関心߽ߤ子ޔࠅ߹る。つࠇさ߆生ߪ知識と準備ޔてこそߞ

ョンにߞࠃて㓐ᤨ確認ޔߒ状況にあߞた指ዉを行うことޔߢ教師自身の専門的ߥ知識߇十全に発揮さ

 。あるߢるということࠇ

逆にޔ教師のコࡒュ࠾ケ࡯ション能力ᰳ߇如ߒていޔ߫ࠇ子߽ߤに納得のいく指ዉを行うこと߇出

来ߥいߛけߥߢくޔ授業のࡕチ࡯ࡌションを߽損ߞߥてߒ߹う。ゆえにޔコࡒュ࠾ケ࡯ション能力ߪ

授業力において外ߥߖい土บとߥる。 

ߒ߆ߒ 90 年代ࠄ߆現在に⥋る߹ޔߢこの土บ߇大߈く揺ࠇている。原因の一つにޔ子߽ߤのޟ౏

㧩学ぶとこޠࠈの場とߒての学校への抵᛫߇ある。家本㧔1990㧕ޔߪ子߽ߤの⑳語の増加に触ޔࠇそ

の原因ޔ߇少子化߿ฃ験戦੎にޔࠅࠃ子߽ߤたちにとߞてのޟ⑳㧩ㆆぶとこޠࠈの場߇消滅ޔߒ学校

というޟ౏㧩学ぶとこޠࠈの場に侵入ߒたためߢあると述ߴた。
(26) 

つ߹ࠅ子߽ߤたちޔߪ失わࠇたㆆび場を੹ᐲこそߪ消滅さߖ߹いとޟޔ౏㧩学ぶとこޠࠈの場への

抵᛫を行い始めたということにߥる。そうߥるとޔ教師にߪ੹߹ߢ以਄にᨵ軟ߥコࡒュ࠾ケ࡯ション

能力߇求めࠇࠄるࠃうにߥる。ౕ体的にޔߪ多少の⑳語をฃけᱛめޔ楽ߒい雰࿐気を⛮⛯さޔߖ子ߤ

߽たちを集中さߖる能力߇必要とߥる。ߒ߆ߒ現状ޔߪవ߶ߤの河᧛の指摘通ޔࠅこのࠃうߥ子߽ߤ

の変化にう߹く対応ޔߕ߈ߢ自身を失う教師߇多くߞߥている。 

網 3 点目にޔ精␹疾患にࠃる休職者の増加ߢある。保坂㧔2009㧕にޔ߫ࠇࠃあるᏒߢ年間 30 日以਄

の病気休暇を取得ߒた小中学校教員の実態を調査ߒたとこ1ޔࠈ 年間の休職者数・30 日以਄の病気休

暇取得者の割合ߪ小中学校全体ߢ 4.2㧑に਄ߞたこと߇分ߞ߆た。
(27)

こߪࠇ教師全体のおࠃそ 25 人に

1 人߇病気休職者ߢあޔࠅ精␹疾患の੍備ァ߽多いことを示ߒている。 

 

㧞．新ߒい教師のコࡒュニ࡚ࠪ࡯ࠤン能力の在ࠅ方 

網 以਄の諸問題ࠄ߆考察ߔるにޔ学校教育の諸問題ޔ߇教師のコࡒュ࠾ケ࡯ション能力ૐਅにߞࠃて

引߈起こさࠇたޔとߔるにߪ論理飛躍の感߇ᱷる。ここޔߪߢ多様ߥ社会的変化߇要因とߞߥてޔ新

たߥコࡒュ࠾ケ࡯ションの在ࠅ方を求めࠇࠄるࠃうにߞߥたޔと考えるの߇妥当ߢあࠈう。そのため

にᮭޔߪ威に቞ࠇࠄた旧来のコࡒュ࠾ケ࡯ションの取ࠅ方ࠄ߆脱ළޔߒ教師自身߇子߽ߤにᱠみ寄ࠄ

 。いߥいけߪくてߥ

ᱠみ寄ࠅの例とߒてޔ⑳語にࠃる授業妨ኂを見てみたい。旧来ߢあޔ߫ࠇ静߆にさߖること߇当然
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࡯ケ࠾ュࡒのコޠ支配－服ᓥの関係ޟߥうࠃこのޔߒ߆ߒ。たߞあ߇る抑࿶߽効果ࠃ威にᮭޔࠅあߢ

ション߇効果を持つᤨ代ߪ終焉を迎えたࠃうに思う。こޔߪࠄ߆ࠇ子߽ߤのࠅߴ߾ߒޟたいޟޠ楽ߒ

い場にߒたいޠという気持ちを優వޔߒそのエ࡯ࠡ࡞ࡀを授業内ߢの活気へと転឵さߖる能力߇必要

にߞߥてくる。 

こޔߪࠇ授業内に限ߞたことߥߪߢい。家本の指摘ߒた通ޔࠅ子߽ߤのޟ⑳㧩ㆆぶとこޠࠈの場߇

消滅ߒた੹ޔ学校ߪ子߽ߤにとߞてޟ౏㧩学ぶとこޠࠈの場ߢあޟࠅ⑳㧩ㆆぶとこޠࠈの場に߽ߞߥ

ている。そߒて子߽ߤたちޔߪ学校にある種の楽ߒさと自由を求めるࠃうにߞߥた。この変化に対応

ࠄ߆いる߇あのవ生ޟޠߛࠈいとこߒとて߽楽ߪ学校ޟに߽ߤ子ޔࠄ߆ࠈߏ日ߪ教師ޔߪるためにߔ

学校に行߈たいޠと思ߞて߽ࠄえるࠃうߥሽ在ߥߢけߥࠄߥ߫ࠇい。 

つ߹ޔࠅ子߽ߤへの቟心感と楽ߒさを優వޔߒその信頼関係ࠄ߆指ዉを成立さߖるޟޔද調の関係ޠ

のコࡒュ࠾ケ࡯ション能力߇必要にߞߥて߈ているのߢある。学校教育の諸問題解᳿にޟޔߪ新ߒい

コࡒュ࠾ケ࡯ション能力の在ࠅ方を模索ߔるޠという視点をᔓࠇてߥࠄߥߪいࠈߛう。 

以਄のことޔࠄ߆教師と子߽ߤとの健全ߥコࡒュ࠾ケ࡯ションを見出߭ޔߒいてߪ授業力向਄を目

的とߒてޟޔ笑いޠを学校教育にዉ入ߔる必要性ߪ十分にあるࠈߛう。ޔߪߢ改めて教育にዉ入ߔる

うえޟߢ能力育成ޠという観点߇必要にߥることޠࠕࡕ࡯࡙ޟޔࠄ߆を感ߓ取る能力ߢあるࡕ࡯࡙ޟ

 。たい߈ていߒの概念をឭ唱ޠセンス・ࠕ

 

㧟．ޟ非限定的࡙ࠕࡕ࡯観ޠとޟ森羅万象࡙ޠ⺑ࠕࡕ࡯ 

教育における笑いのవ行研究ޔߪߢ織↰ࠫ߿ッ߇ࡊ述ߴたࠃうにޠࠕࡕ࡯࡙ޟޔを感ߓ取るޟ能力ޠ

あるいޟߪ感覚ޠとߒての概念をឭ案ޔߒ新たߥ教育の可能性をតࠈうとߔる動21ޔ߇߈ 世紀にߞߥ

てࠃう߿く活発にߞߥた。 

その要因について青砥㧔2009㧕ޟ߇ޠࠕࡕ࡯࡙ޟޔߪ才能ޟ߿ޠ人格特性ޠとߒて扱わࠇて߈たこ

とޟޔࠄ߆能力育成ޠという見方߇さࠇてこߞ߆ߥたߛࠄ߆と指摘ߒた。
(28) さࠄに青砥࡯࡙ޟޔߪ

ޠࠕࡕ࡯࡙ޟߥ義的⁜ޔࠅ߹つޔޠ観ࠕࡕ࡯限定的࡙ޟޔ߇るのߥて㓚ኂとߞ育成にあたޠ能力ࠕࡕ

観ߢあߴߔޔࠅてのお߽ࠈߒさ・おߒ߆さを࡙ࠕࡕ࡯とߔるޟ非限定的࡙ࠕࡕ࡯観ޠに立つ必要߇あ

ると指摘ߒた。つ߹ࠅ 21 世紀に入る߹ޟߢ笑いޔߪޠ現場の教師にとߞてつ߆みߤこࠈのߥい領域

߇扱いの指ዉࠅの取ޠ笑いޟの߽ߤ子ޔ߿い授業ߒを交えた楽ޠ笑いޟに߽ߤゆえに子ࠇそޔࠅあߢ

 。たといえるߞあߢい状況ࠄߠߒ

青砥のޟ非限定的࡙ࠕࡕ࡯観ޔߪޠ筆者のޟ森羅万象࡙ࠕࡕ࡯説ޠと類似ߒているޠࠕࡕ࡯࡙ޟޔ߇

の捉え方ߢ相㆑ߒている。筆者の場合ߪࠕࡕ࡯࡙ޔߪお߽ࠈߒい・おߒ߆いと感ߓるさࠄに前の段㓏

 。と捉えているޠい可能性を潜在的に秘めた߽のߒ߆い・おࠈߒお߽ޟࠅ߹つޔある߽のߢ
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一方青砥のޟ非限定的࡙ࠕࡕ࡯観ޔߪޠ人を⧰境ࠄ߆救う笑いをޠࠕࡕ࡯࡙ޟとߔるޟ限定的࡙࡯

ての笑いߴߔߪ結局ޔ߽ޠ観ࠕࡕ࡯非限定的࡙ޟޔߪあるといえる。ということߢの対義語ޠ観ࠕࡕ

をޠࠕࡕ࡯࡙ޟとߔる考えߢあޟޔࠅ笑いޠとޠࠕࡕ࡯࡙ޟの定義߇イコ࡞࡯にߥる。 

繰ࠅ返ߒにߥるޔ߇筆者にとߞてޟ笑いޠࠕࡕ࡯࡙ޟߪޠとイコ࡞࡯の定義ߥߪߢい。ޠࠕࡕ࡯࡙ޟ

へと移ޠ笑いޟߪߢߒߥޠセンス・ࠕࡕ࡯࡙ޟޔࠅあߢる一要素ߖを生起さޠ笑いޟޔ߽ߢ߹あくߪ

行ߥ߈ߢい。ޠࠕࡕ࡯࡙ޟを要素という定義ߢ⁛立さߥߖけߗߥޟޔ߫ࠇ人ߪ笑うのޠ߆という問い

に答えること߇出来ߥくߥるߢࠄ߆ある。 

筆者の定義ߢあߗߥޟޔ߫ࠇ人ߪ笑うのޠ߆と዆ࠇࠄߨた際にޟޔそޔߪࠇ世の中ߴߔてに潜在的

にある࡙ޔ߇ࠕࡕ࡯個人の࡙ࠕࡕ࡯・センスにߞࠃて見出さࠇるߢࠄ߆あるޠとޔ回ࠅくߤいߒ߽߆

 。出来る߇の定義を使い分けて答えることࠇߙࠇそޔ᣿確に߇いߥࠇ

 

㧠．࠮࡮ࠕࡕ࡯࡙ޟンࠬޠ概念とその働࡮߈伝㆐の例示 

以਄の考察ޔࠄ߆筆者ࠕࡕ࡯࡙ޟߪ・センスޠの概念を次のࠃうに定義ޔߒさࠄにޟ発見力ޟޠ構

成力ޟޠ表現力್ޟޠ断力ޠの 4 領域とߒて߹とめた。㧔࿑㧟を参照㧕 

 

࿑㧟：筆者のࠕࡕ࡯࡙ޟ・センスޠの概念 

 

働߇ޠ発見力ޟ主にޔるために߆分߇߆いのߒ߆お߇何ޔߪߢ過程ߔみを見出ߒ߆おࠄ߆ࠕࡕ࡯࡙

くことにߥる。おߒ߆みを感ߓてޟࠄ߆笑いޠを認知ߔる過程ޔߪߢ自分߇笑うためのޟ表現力߇ޠ

必要とߥる。内容を他者に伝える過程ޔߪߢ主にޟ構成力ޠとޟ表現力߇ޠ働く。ޟ構成力ߪޠ話の

起ᛚ転結のᢛ理ޔ文章߿芸術作品の構成ޔインス࡯࡟ࡇションߤߥをมޟޔࠅ表現力ߪޠ話߿文章ޔ

芸術作品ߤߥを通ߒたޔ的確ߥ思いの伝㆐をมる。 

ߪにᤨޔうにࠃあるߢ笑うと不謹慎ߢ場ߥ厳粛ޔߒ߆ߒ TPO に応ߓてޔ表現その߽のを自制ߔる

必要߇ある。߹た高齢者にߪゆߞくࠅと話ޔߒ子߽ߤにߪ過激ߥ表現をបえるࠃうにޔ話ߒ手ߪ状況

に応ߓた機転を利ߥߖ߆けߥࠄߥ߫ࠇい。このࠃうߥ配慮に大ߥ߈影響をਈえるの್ޟ߇断力ߢޠあ

 る。㧔࿑㧠を参照㧕ߥうにࠃを持つ。過程を߹とめると㧘以ਅのࠅ関わߥと密接ޠ表現力ޟޔࠅ

・発見力：࡙ࠕࡕ࡯を発見ߒ㧘理解ߔる能力 

・構成力：࡙ࠄ߆ࠕࡕ࡯おߒ߆みを見出ߒ㧘表現ߔるための内容を構成ߔる能力 

・表現力：自分߇考える࡙ࠕࡕ࡯的表現を的確に伝える力߹たߪ笑いの認知を知ߖࠄる

能力 

・್断力：TPO に応ߓて࡙ࠕࡕ࡯的表現を用いる能力 
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࿑㧠：ࠕࡕ࡯࡙ޟ・センスޠの働߈の例―笑いの認知ࠄ߆内容の伝㆐߹ߢ―網

 

 

㧡．࠮࡮ࠕࡕ࡯࡙ޟンࠬޠと心理的余裕の関係性 

ޔ߫ࠇていߒ如ᰳ߇ޠ断力್ޟ。ているߞを握ࠡࠞߥ㊀要ߢを伝える਄ࠕࡕ࡯相手に࡙ޔߪޠ断力್ޟ

十分ߥ表現を行うこと߇出来ޔߕ߹た場の顰蹙を⾈いޔ聞߈手に不快ߥ思いをさߖてߒ߹う。 

ߢある。お笑いの舞บߢているᤨߓ不቟を感߿心に緊張ޔߪう状態߹ߒてߞく㊰߈大߇ޠ断力್ޟ

߇うこと߹ߒてߖめさߑて観ቴを興ߞ表現に走ߥ過激ޔてቴጀを⺒み間㆑えてߞࠃ緊張に߇芸人ޔ߽

ߓと同ࠇくある。こࠃること߽ߔࠅて空回ߒ話ߢ早ญޔߕࠄ高年齢のቴጀに߽関わޔくある。߹たࠃ

ޔࠅ㊰߇ޠ断力್ޟのޠセンス・ࠕࡕ࡯࡙ޟޔ自身の心理的余裕を失うとࠅࠃ不቟に߿緊張ޔうにࠃ

不適ಾߥ表現߿言動に❬ߞ߇てߒ߹う。 

網 2008 年 11 ᦬ࡆ࡟࠹ࠫࡈޔ系列の番組ޡたけߒの日本教育⊕書 同年ޔߢޢ2008 7 ᦬に起߈たޔ爆

笑問題・ᄥ↰శに対ߔるޔインタࡀ࡯ッ࠻内ߢのᲕ人੍告事件߇取ࠅ਄ࠇࠄߍた。この番組࠻࡯ࡆߢ

たけޟޔߪߒお笑いの表現の 1 つߢあޔࠅ冗談のつ߽ߞ߿ߢࠅたޠと供述ߒた容疑者に対ޔߒ次のࠃ

うに述ߴた。 

 

㧔仮にお笑いの表現ߛとߒて㧕1 つ߭߾߈ߥࠎߨいけߥいのޔߪ㧔ޟ死ߥߪߢޠߨくて㧕ޟ生

ޔ߇て書くのߞޠ！あいつをߪࠇおߛࠎߔ߆対に生⛘！ߖ߆生ޟޔをさ࠻ンࡔていうコߞޠ！ߖ߆

て書けߞߖᲕ！࡯ࡠࡗࠞࡃߛࠎߥޟを見てࠇそ߇ちߞこߢࠇそ。ࠃߛࠎて面⊕いߞあߢࠕࡕ࡯࡙

ߥわࠄて߽߈生ߪたにߥあ！ࠃいߥ書けߪことߥࠎそ߿いޟޔ߇ると向こうߔて。そうߞޠ！ࠃ

400ޔ߾߈ 年߽！ޠと߆いߥࠎࠈ事言ߞてޔお笑いߥ߇る㧔成立ߔる㧕ޔࠄ߆ߛ。ࠎ߾ߓそうい

う余裕ߥ߇いࠄ߆㧔犯人ߪ㧕つ߹ߥࠎいߨࠃߛࠎ。
(29) 

㧝㧚࡙ࠕࡕ࡯の発見 

…発見力㧔何߇おߒ߆いの߇߆わ߆る㧕 

網 網 網 網 Ņ 

㧞㧚笑いの認知網  

…表現力㧔笑うことߢ認知を知ߖࠄる㧕 

…್断力㧔TPO に応ߓて自制ߔる㧕 

網 網 網 網 Ņ 

㧟㧚他者への伝㆐ 

…構成力㧔話の構成を練る㧕 

…表現力㧔何߇おߒ߆いの߆を伝える㧕 

…್断力㧔TPO に応ߓて㧘話ߒ方߿言葉遣いߤߥを変える㧕 
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߹た関根㧔2008㧕35ޔߪ ᱦのこࠈ芸風に伸びᖠߢࠎいたޔ߇萩本᱄一にޟޔお前100ޔߨߪ 万౞持

100ޡࠄたߒていたとߞ 万౞持ߞて߹ߞޢ～ࠃߔてߞ߿ち߾う芸ߥの。そうߥ߾ߓくて5ޔ 万౞ߛけ

出ߒてさޔᱷࠅの 95 万౞ࡐߪケッ࠻にあߞࠃߔ߹ࠅてޔ匂わߖるࠃうߥ芸にߥߒさい。

㧔30㧕
といޠ

うࠕドࡃイスޔࠄ߆直⃿ߥߪߢく力を抜いてޔ余裕を持ߞた芸風にߔるࠃう心掛けたという。 

こࠄࠇのエࡇソ࡯ドに一⽾ߒていることޟޔߪ笑いを生産ߔるためにޔߪ心理的余裕の確保߇不可

出来る。心理的余裕߇心理的に余裕を持つことߪ人間ޔてߞࠃにޠ笑いޟ。あるߢということޠߛᰳ

ޠセンス・ࠕࡕ࡯࡙ޟޔ߈ߢ߇ることߔ多く獲得ࠅࠃޔてߞࠃを磨くことにޠセンス・ࠕࡕ࡯࡙ޟޔߪ

ޠセンス・ࠕࡕ࡯࡙ޟるߔ定義߇筆者ޔࠅ߹る。つࠇ維持・向਄さ߇ޠ断力್ޟてߞࠃ心理的余裕にߪ

の್ޟ断力ޠと人間の心理的余裕ޔߪ相੕に扶助ߒあう関係にあるߢいߞて߽ࠃいࠈߛう。 

 

㧢．࠮࡮ࠕࡕ࡯࡙ޟンࠬߪޠい߆に育てࠇࠄる߆߈ߴ 

4 領域に分けたࠕࡕ࡯࡙ޟ・センスޠのうちޔ育成さࠇる߈ߴ優వ㗅૏とߒてޔ第 1 に್ޟ断力ޔޠ

第 2 にޟ発見力ޔޠ次いޟߢ表現力ޟޔޠ構成力ޠという㗅に設定ߒた。第 1 に್ޟ断力ޠを置いた

理由ޔߪ前述ߒたとおޔࠅ笑いを伝㆐ߔる਄ߢの最終調ᢛの役割を果たߒているߢࠄ߆ある。 

 。߆߈ߴるࠇ育成さޔߒ実践を通ߥうࠃのߤߪの能力ࠇߙࠇそޔߪߢ

ߢを理解߆面⊕いの߇何ޔࠄ߆ޠࠕࡕ࡯࡙ޟてに潜在的にあるߴߔいわゆる世の中ޔߪޠ発見力ޟ

思ߥᨵ軟ޔߪある。ౕ体的にߢ߈ߴる訓練㧕を行うߍ物事を多面的に見る訓練㧔視㊁を広ޔうࠃる߈

考力をつけるためにࠫޔョࠢ࡯あるい࡞࠭ࡄߪの本を購⺒ߔるのࠃ߇いࠈߛう。 

ߕ߹ޔߢるの߇ߥにつޠ笑いޟ߇ることߍてあߞションを取ࠢࠕ࡝߿ࠅ身ぶߥ߈大ޔߪޠ表現力ޟ

発ჿ߿㗻の体操ޔ笑㗻の練習といߞたࠃうߥことを行うとࠃいࠈߛう。 

お笑いのޔというޠ㧕ࡒッコ࠷㧔࡯ࡠࠜࡈケ㧕ńࡏńࠝチ㧔࡝ࡈޟޔߪを身に着けるにޠ構成力ޟ

基本構ㅧを理解ߔること߇大ಾߢある。ޟ構成力ޠの育成ߪ本格的ߥ勉強߇必要ߢあޔࠅそࠇこそお

笑いの養成所ߢ教えるࠃうޔߥᛛ術的ߥ内容߽含߹ࠇる。ߴߔޔߒ߆ߒての人間߇芸人のࠃうに面⊕

くߥることを目的とߒていߥいのޟޔߢ構成力ޠ自体の育成に力を߆ける必要ߥߪいࠈߛう。 

ている。そのためにߞ߆߆に߆出来る߇対応ߥつ冷静߆⍍間的ߢとߏく場面߆とにޔߪޠ断力್ޟ

心ޟߪ要ޔ߇う߹ߒてߞߥ精␹論に߿߿。いߥࠄߥ߫ߨをᱷさޠ思考の余地ޟるߔ常に物事を್断ޔߪ

の持ちࠃうޠといߞた߽の߽ࠕࡕ࡯࡙ޟޔ・センスޠに大߈く影響ߔるということにߥる。 

発ޟޔߕ߹。߆߈ߴるߔを獲得ޠ思考の余地ޟうにࠃのߤޔを健全に保つためにޠ断力್ޟޔߪߢ

見力ޟޠ表現力ޟޠ構成力ޠの㧟つを磨く߶ߥ߆い。聞߈役とߒてޔ表現者とߒてޔそߒて話ߒ手と

 。てくるࠇ߹生߇自然と余裕ޔションに߽࡯ケ࠾ュࡒ相手とのコޔ身につけ߫ࠇߙࠇそ߇ての力ߒ

網 ࠇ澄߹さ߉自体߽研ࠇそޠ断力್ޟ次第にޔߢを磨くことޠセンス・ࠕࡕ࡯࡙ޟ以外のޠ断力್ޟ

ていくに㆑いߥい。そߒてޔ磨く作業ߢ得ࠇࠄる多くの経験値ޔ߇心理的⽶荷߿緊張感を軽減さޔߖ

 。うࠈߛるࠇてくߒうにࠃいߥߖࠄを㊰ޠ断力್ޟ
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Φ．教師の多忙感解消に向ߌた࠮࡮ࠕࡕ࡯࡙ޟンࠬޠ 

 

㧝．多忙感の関心の高߹ࠅ 

子߽ߤにࠕࡕ࡯࡙ޟ教育ޠを行う以਄ޔ教師のࠕࡕ࡯࡙ޟ・センス߇ޠ磨ߥࠇ߆くてߥࠄߥߪいޔߒ

現在の教育現場の現状を踏߹えޔさ߹ߥ߹ߑ課題を検討ߔる必要߇ある。ここࠕࡕ࡯࡙ޟޔߪߢ・セ

ンスޠの್ޟ断力ޠと心理的余裕との関係性についてޔ教師のޟ多ᔔ感ޠの問題に焦点を当て࡙ޟޔ

 。たいߒ方を考察ࠅの在ޠ教師教育ࠕࡕ࡯

日本の学校教育における教師の多ᔔ感への関心1990ޔߪ 年代後半にߞߥて高߹ߞて߈た。実際の調

査を見るとޔᩔ木⋵߇ 2009 年に発表ߒた報告書ޔߪߢ自分の職ോについてޟᔔߒいと感ߓているޠ

教師ߪ全体の 94㧑にの߷ޔࠅᐔ日 2 ᤨ間以਄勤ോᤨ間外㧔ㅌ勤後߽含߻㧕に業ോを行ߞている教師ޔߪ

全体の 64㧑ߢあること߇分ߞ߆た。߹たޔ教師の半数ޟ߇十分に睡⌁ᤨ間をとࠇていߥいޟޠ日常生

活に不቟を感ߓること߇多くあるޠと答えていること߇分ߞ߆た。
 (31) 

߹たᏓᎹ㧔2006㧕߇エスࠖࡈ࡜ࠣࡁ的手法を用いてޔ౏立高校教師 15 ฬに行ߞた聞߈取ࠅ調査に

2ޔ調査前に߽ޔࠅ߇多数਄߇現場の多ᔔを物語るჿޔるとࠃ 人の教員࡯ࡃ߇ンࠕウߒ࠻ていたこと

。たߞߥに߆ࠄ᣿߇
(32) 

以਄のࠃうߥ事例を見て߽ޔ現場の教師たちの多ᔔさ߇伺えるޔ߇最大の問題ޔߪ教師࡯ࡃ߇ンࠕ

ウߒ࠻てߒ߹うことにある。精␹疾患にࠃる࡯ࡃンࠕウ࠻に歯ᱛめߥࠄ߆߆߇けޔ߫ࠇ新たߥ教師を

㓹用ߥߒけߥࠄߥ߫ࠇいߛけߥߢく࡯ࡃޔンࠕウߒ࠻た教員の業ോを他の教員߇引ޔ߉⛮߈さߥࠄる

多ᔔ化߿非効率化を招ߥߨ߆߈い。 

精␹疾患߇増加の一途をたߞߤているのを見るとޔ教師のࡔンタ࡞ࡋ࡞スߪう߹く機能ߒていߥい

と考えるの߇自然ࠈߛう。い߆に多ᔔߥ日々ߢあࠈうとࡔޔンタ࡞ࡋ࡞ス߇維持さࠇていޔ߫ࠇ教師

ߞあߢ業ോにおいて勤勉ޔに高いᔒを持ち߆い߇出来る。逆に教師自身߇働くことࠅ体力の⛯く限ߪ

たとߒて߽࡯ࡃޔンࠕウߒ࠻てߒ߹うことߢ全て߇無㚝にߞߥてߒ߹う。 

ここߢ取ࠅ਄ߍたい問題の所在࡯ࡃޔߪンࠕウ࠻寸前の教師に対ߒてޠࠕࡕ࡯࡙ޟޔを強要ߔるこ

とߥߪߢい。教師࡯ࡃ߇ンࠕウߥߒ࠻いためにޔ日常生活ࠄ߆教師の多ᔔ感を解消ߔることߢある。

教師の心理的⽶荷߇日々ਈえࠇࠄる߽のと考えたᤨޔ教師にその⽶荷を処理ߔる能力߇਄回ߞている

こと߇必要とߥる。 

ޔ最小限に食いᱛめる能力ޔߒた心理的⽶荷を抑制ࠇࠄ自分に向けޔߪとޠる能力ߔ荷を処理⽶ޟ

と言ߞて߽ࠃいࠈߛう。こࠇを教師のޟス࡟࠻スコࡇ࡯ンࠣ能力ޠと๭ぶことにߔる。コンࡇュ࡯タ

の࡝ࡕࡔᱷ㊂߇処理能力に影響ߔるࠃうにޟޔス࡟࠻スコࡇ࡯ンࠣ能力߇ޠ日々十分に働くためにޔߪ

教師自身にある程ᐲのޟ思考の余地߇ޠᱷさࠇていߥけߥࠄߥ߫ࠇい。つ߹ޔࠅ日㗃ス࡟࠻スコࡇ࡯

ンࠣを行うためのޟ心理的余裕ޠをޔい߆に構築ߔる߇߆㊀要とߥる。 
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㧞．教育現場に見ࠇࠄる心理的余裕のᰳ如 

教師の余裕のߥさޔߪ学校ߢ子߽ߤと接ߔるᤨの配慮のᰳ如につޔࠅ߇ߥそ߇ࠇ要因とߞߥてޔ不

適ಾߥ発言߿授業にࠃる不祥事へと発展ߔる。このことを裏付けるࠃうに2010ޔ 年 9 ᦬ޔࠄ߆各ࡔ

 。たߞߥと߆ࠄ立て⛯けに᣿߇の不祥事ߢ学校ߢࠕࠖ࠺

例え߫ 2010 年 10 ᦬ 19 日ޔ東੩都杉並඙の小学校ߢ 3 年生を担任ߒていた 23 ᱦの女性教師ޔ߇

3ޟ 人姉妹の長女߇自Ვޔߒ次女ߪその葬式に来た男性を好߈にߞߥた。再会ߔるにߤߪう߫ࠇߔ㧫ޠ

という問題ޟޔߢ妹㧔ਃ女㧕をᲕ߫ߖ葬式ߢ会えるޠという答えのޟᲕ人ࠢイ࠭ޠを出題ߒていたこ

と߇報㆏さࠇた。

㧔33㧕 

߹た 2010 年 9 ᦬ 15 日ޔᗲ知⋵岡崎Ꮢの小学校ߢ 3 年生を担任ߒていた 45 ᱦの男性教師ޔ߇算数

の授業18ޟޔߢ 人の子߇߽ߤい߹1。ߔ 日に 3 人ߕつᲕߔ߹ߒ。何日ߢ全員をᲕߖるࠂߒߢう。ޠと

いうޟޔᲕ人割ࠅ算ޠを出題ߒていたこと߇取ࠅ਄ࠇࠄߍた。

㧔34㧕 

こࠄࠇと類似ߒた߽の߽含めޔ以਄のࠃうߥ一ㅪの不祥事に共通ߒているのޔߪ教師自体ߪ真面目

。あるߢたことߞ߹ߒてߞ⥋行ὑにߥ不適ಾޔࠅ߹たいあߖたちを喜߽߫ߤ子ޔあることとߢ人柄ߥ

そࠇߙࠇの事件について事情を዆ߨるとޟޔᲕ人ࠢイ࠭ޠを出題ߒた教師ޟޔߪ子߽ߤたちに߇ߖ߹

た教ߒを出題ޠ算ࠅᲕ人割ޟޔߴと述ޠ。たߞ߹ߒてߒイ࠭を出ࠢߛࠎߒ大学ᤨ代に෹人と楽ޔてࠇ

師ޟޔߪ子߽ߤたちの興味を引くために言ߞてߞ߹ߒたޠと述ߴている。 

行ὑその߽のߪ᳿ߒて許さࠇるわけߥߪߢい߽ޔ߇とをた߫ࠇߤ子߽ߤを楽ࠃߖ߹ߒうとߔる情熱

の発露ߢあޔࠅサࡆ࡯ス精␹ߞߛたということߢある。つ߹ޔࠅこࠄࠇ一ㅪの不祥事ޔߪ教師の授業

力・指ዉ力といߞた資質のᰳ如߇問題とߪ言いಾࠈߒ߻ޔߕࠇ勤勉ߢ子߽ߤ思いの教師のޟ配慮ޠ不

足にࠃる問題ߢあると言える。一⍍の思慮分別߇出来ていޔ߫ࠇ߹た周࿐の෻応߇⺒み取ࠇていޔ߫ࠇ

踏みとߤ߹ることの߈ߢた問題ߢある。そのࠃうߥ意味ޔߪߢ自分をቴ観視出来るޟ余裕߇ޠ必要ߛ

 。߆うࠈߛいߥߪߢたのߞ

 

㧟．ࠬࠬ࡟࠻コࡇ࡯ンࠣと心理的余裕の獲得に有効ߥ笑いࠕࡕ࡯࡙࡮ 

教師のޟス࡟࠻スコࡇ࡯ンࠣ能力ޠの向਄ޔおࠃび心理的余裕の獲得をଦ進ߔるためのౕޔ体的ߥ

方略をតる第一ᱠとߒてޔここޔߪߢ個人ߢ࡞ࡌ࡟のദ力に焦点を当てޟޔ笑いޠࠕࡕ࡯࡙ޟޠの効

果について触ࠇてお߈たい。 

ス対処࡟࠻スޟޔ߇桾本㧔2007㧕ޔߪてߒンࠣの研究に関ࡇ࡯スコ࡟࠻とスޠࠕࡕ࡯࡙ޟޠ笑いޟ

方略とߒての࡙ࠕࡕ࡯࡙ߪࠕࡕ࡯コࡇ࡯ンࠣ㧔humor coping㧕と๭߫ޔࠇ欧米を中心とߒてその有用

性に関ߔる実⸽的ߥ研究߇数多く積み㊀ࠇࠄߨて߈たޠと述ޔߴᓥ来ス࡟࠻スコࡇ࡯ンࠣ߇持ߞてい

るޟޔ問題焦点型㧔ス࡟࠻スの原因に直接働߆߈ける㧕ޠとޟ情動焦点型㧔ス࡟࠻ッサ࡯にߞࠃて生

の機能ࠄちߤその㧞つߪンࠣࡇ࡯コࠕࡕ࡯࡙ޔの機能のうち߆ࠇߕいޠる㧕ߔ情動を調節ߥた不快ߓ

߽内包ߒているとߒた。
(35) 
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つ߹ޔࠅ問題焦点型コࡇ࡯ンࠣޠࠕࡕ࡯࡙ޟޔߪにߞࠃて物の見方߇変わる㧔視点の変឵㧕ことޔߢ

情動焦点型コࡇ࡯ンࠣޔߪあえて現状を笑い飛߫ߔ㧔楽観主義㧕ことߢ行わࠇるということߢある。 

߹たᬁ㊁㧔2008㧕࡯ࡠࡊࠕ・ࡧࠖ࠹࡜࠽ޔߪチを用いてࠞޔウンセ࡝ンࠣの際に࡙ࠕࡕ࡯的表現߇

߽た࡜ࠢߔࠄイࠕン࠻への影響を調査ߒたとこޔࠈ紹੺さࠇた 2 事例と߽にࠢ࡜イࠕン࠻の緊張߿不

቟を抑制ߒ㧘前向ߥ߈思考߿自己分析をଦߔことに有効ߢあること߇分ߞ߆た。
(36 

桾本とᬁ㊁の研究ޟޔࠄ߆笑いߪޠࠕࡕ࡯࡙ޟޠス࡟࠻スコࡇ࡯ンࠣޔおࠃび心理的余裕の獲得に

有効ߢあޔࠅ教師の多ᔔ感解消ߛけߥߢくޔ人間のࠕࡕ࡯࡙ޟ・センスޠの機能維持߇実現出来ると

考えࠇࠄる。学校教育においてࠕࡕ࡯࡙ޟޔ教育ޠをዉ入ߔる十分ߥ意義付けにߥるのߥߪߢいࠈߛ

う߆。 

 

㧠㧚ࠕࡕ࡯࡙ޟ教育ޠのዉ入に立ち߆ߛߪる壁網

網 学校教育においてࠕࡕ࡯࡙ޟޔ教育ޠをዉ入ߔる意義ߪ十分にあޔ߽ࠄ߇ߥࠅ未ߛに研究分㊁とߒ

てߪᵻい。その理由を紐解くࡅン࠻とߒて2010ޔ 年 1 ᦬ 5 日にޔ筆者߇行ߞたޔศ本興業・ޟ興業

開発センタޠ࡯の職員㧔当ᤨ㧕ߢあߞたޔ西本良行氏とのインタࡆュ࡯を抜粋ߢ紹੺ߒたい。

㧔37㧕
西

本氏ߪ当ᤨޔ社会人のコࡒュ࠾ケ࡯ション能力向਄を目的とߒたޟޔ漫才ワࠢ࡯ショッޠࡊのㆇ営に

携わߞていた一人ߢある。 

 

ション能力࡯ケ࠾ュࡒコޔくて߽ߥ㧕を行わࡊショッࠢ࡯企↹㧔漫才ワߥうࠃこの߇たち⑳ޟ

᥉߇ࡆ࡟࠹ޔࠅ変わ߇家族の形態߇ࠇた。そߞߛ自然に身につく߽のߢ家庭生活の中ߪ本当ޔߪ

及ߒてޔߪࠄ߆親子の会話ࠎߤࠎߤߪ少ߥくߞߥていߞた。さࠄに最近の⧯い世代ߪ言語力߇ਅ

 ޠ。ているߞߥくߒ難߇ション࡯ケ࠾ュࡒコߔ߹ߔ߹ޔࠄ߆ている߈てߞ߇

ている。本当の笑いというのߞと思ߛޢてߴߔ笑いのޡ߇の笑いࡆ࡟࠹ޔߪ最近の⧯い世代ޟ

。いߥࠄ伝わ߇み߆温ߥ持つ人間的߇笑いޔߒいߥࠄ߆いと分ߥの演芸を見ߤߥ寄席߿ࡉイ࡜ޔߪ

いߥの見方を教えࡆ࡟࠹ߥうࠃそのޔい。߹たߥ߆身につߪޢ聴く姿勢ޡߪߢけの笑いߛࡆ࡟࠹

のߪ親の⽿任ߢあるޔ߇親自体߽その方法を分ߞ߆ていߥいこと߇多い。ޠ 

実践出ޔていてߞを知ࠅ߆知識߫߿理論。ߛࠅ߆ちの人たち߫߆ߞߢ頭ޔߪ੹の学校のవ生ޟ

来ていߥいవ生߇多い。特に学校現場߽会社と同ࠃߓうにޡޔ਄ޢの管理のߔ߿ߒさޔ߿業ോ਄

の効率の良さ߇㊀視さࠇて߈た。そࠇに学校ߪ㧼ＴＡߤߥの親の目߽あるޔߒ教育ᆔ員会ࠄ߆の

厳ߒい⋙視߽ある。周࿐߫߇ࠅ߆気にߞߥてޔ思いಾߞたことߥ߈ߢߪくߞߥている。ޠ 

ߒ߆ߒ。来た߇いという要望ߒ߶てߞ߿をࡊショッࠢ࡯漫才ワߢ授業ޔߢ以前足立඙の学校ޟ

その後ޡޔお笑いを教えるޢという一点ߢ教育ᆔ員会ࠄ߆許可߇ਅޔߕࠅ開催߇見送ࠇࠄた。੹

の⧯いవ生たちޔߪᤄ߶ߤ頭ߪ固くߥいࠅߪ߿ޔ߇管理職のお偉いさࠎにߛ߹ޔߪ頭の固い人߇

ᴛ山いてޔお笑いに対ߒて偏見を持ߞている人߽多い。仮に学校ߢ生ᓤたちのためのワࠢ࡯ショ
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ッࡊを開くのߢあޔ߫ࠇ慎㊀に行わߥけߥࠄߥ߫ࠇい。偏見߽多いޔࠄ߆急にߴߔてを始めࠃう

とߔると෻発さࠇる。徐々に笑いのࠃさをᶐㅘさߖていߥ߆くてߥࠄߥߪいޠ 

 

西本氏の指摘ߤおޔࠅ学校現場ޔߪߢ依然とߒてޟ笑いޠࠕࡕ࡯࡙ޟޠに対ߔる目߇厳ߒいࠃうߢ

ある。確߆にޟ笑いޠとߪ諸刃の剣ᤨޔߢにߪ子߽ߤたちにᖡい影響をਈえること߽ある。特に࡜ࡃ

エࠖ࠹番組ޔߪߢお笑い芸人の中ޟࠄ߆いࠠࠇࠄߓャޠ࡜を設定ޔߒᢓえてその人物をࠞࡃにߔるࠃ

うߥ形ޟߢ笑いޠをとること߽あޔࠅいߓめ߿差別につߥߨ߆ࠅ߇ߥい。 

ޠ持つ力߇笑いޟޔࠅࠃと߽ߪお笑い界ߢけߛࠇい。そߥߪߢ全て߇番組の笑いࠖ࠹エ࡜ࡃޔߒ߆ߒ

さえ߽否定さࠇてߞ߹ߒてޟޔߪ笑いޠの効用߇有益ߢあるߛけにޔ非常に߽ߞたいߥい。仮にその

いと⁜߇視㊁ߪその್断ޔ߫ࠇあߢいのߥ出来߇こと߻学校現場に笑いの力を持ち込ޔߢ経緯ߥうࠃ

言わߑるを得ߥいࠈߛう。 

教師の中にޟޔߪ学校の授業ߪ厳粛に行いޔ生ᓤの学校生活に࡝ࡂ࡝ࡔをつけたいޟޠ社会の厳ߒ

さを੹のうちに教えたいޠというᔒを持ߞた教師߽いるࠈߛう。߿࡝ࡂ࡝ࡔߒ߆ߒ社会の厳ߒさとޔߪ

ߪᤨߥ必要߇ޠ笑いޟ߽ߢ雰࿐気ߥ厳粛。߆うࠈߛのߥい߽のߥࠇࠄ教え߆ߒߢޠい環境ߥ笑いのޟ

ある。ޟ笑いޠのߥいス࡯ࡇチࠕࡕ࡯࡙ޔ߽ࠅࠃを交えたス࡯ࡇチの߶うޔ߇観衆の心をつ߻߆こと

 。る߈ߢ߇

る土壌を育ߔうとࠃߒをฃ容ޠ笑いޟ߇教師ߢ学校現場ޔߪてߒの目ਅの課題とޠ教育ࠕࡕ࡯࡙ޟ

てるためのౕ体的実践とޔそߒてޟޔ笑いޠを適ಾ߆つ有益に取ࠅ扱うための教育方法㧔࡙ࠕࡕ࡯・

㧕࡯シ࡜࠹࡝
(38)

を考えߥけߥࠄߥ߫ࠇいࠈߛう。優వさࠇるޔߪ߈ߴ教師に対ߔるࠕࡕ࡯࡙ޟ教育ޔޠ

 。あるߢのߥޠ教師教育ࠕࡕ࡯࡙ޟわちߥߔ

 

Χ．߅わࠅに 

 

㧝．ޟ笑いޠ理論の アࠬテップと今ᓟの課題 

網 こߢ߹ࠇのつࠅ߇ߥを߹とめるとޔ以ਅの次㗁の࿑のࠃうにߥる。 
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笑い 

人߇おߒ߆みを感ߓる現象 

 センス・ࠕࡕ࡯࡙

人間߇笑い・࡙ࠕࡕ࡯の効果を੨ฃߔ

るための資質・能力。網

る媒੺ߖを笑いへと変化さࠕࡕ࡯࡙

物。網

センスの・ࠕࡕ࡯࡙ 4 領域 

発見力 

 る能力ߔ㧘理解ߒを発見ࠕࡕ࡯࡙

構成力 

るための内容を構ߔ㧘表現ߒみを見出ߒ߆おࠄ߆ࠕࡕ࡯࡙

成ߔる能力 

表現力 

自分߇考える࡙ࠕࡕ࡯的表現を的確に伝える力߹たߪ笑

いの認知を知ߖࠄる能力 

್断力 

TPO に応ߓて࡙ࠕࡕ࡯表現を用いる能力 

笑いの伝㆐ߢ気をつける߈ߴ事㗄 

ԘTPO に応ߓた࡙ࠕࡕ࡯表現の್断 

ԙ相手に応ߓた࡙ࠕࡕ࡯表現の್断 

㧔࡙࡜࠹࡝・ࠕࡕ࡯シ࡯㧕 

 ޠさߒ美ޟޠさࠃߤうࠂちޟ⇒

㧔ࠕࡕ࡯࡙ޟ・センスޠの್ޟ断力ޠ㧕 

4 領域に関わる能力・資質 

発見力 

語彙力ޔ⺒解力ޔ一般教養 

構成力 

論理構成力 

表現力 

語彙力ޔ対人能力ޔ文章表現力 

್断力 

㆏ᓼ理解ޔቴ観的に物事をみる力 

  のౕ体的方策ޠ教育ࠕࡕ࡯࡙ޟ

Ԙ言語能力㧔国語力㧕の育成 

ԙコࡒュ࠾ケ࡯ションのల実 

Ԛ異文化理解と個性のዅ㊀ 

ԛࠖ࠺スࠞッション形式授業の増加 

Ԝޟお笑い教師同盟ޠの実践に学ぶ 

ԝ࡜࠹࡝・ࠕࡕ࡯࡙ޟシޠ࡯概念のዉ入 

Ԟ教職員のޟ笑いޠに対ߔる意識改革 

㧔࡙ࠕࡕ࡯教師教育㧕 

笑いの分類 

ࠫョޔࠢ࡯ウࠖッ࠻ 

コࡒッࠢࡌޔタ 

シュޔ࡞࡯言葉ㆆび 

緊張と✭和 

 ࠕࡕ࡯࡙

この世ߴߔてに潜在ߔる 

笑いの要素 
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㧔㧝㧕第㧝ス࠹ッࡊ㧔網 網 網  を参照㧕 

ている意味を⁛立さߞの持ࠇߙࠇそޔߪ定義の曖ᤒさޔい議論とߥの途方߽ޠࠕࡕ࡯࡙ޟޠ笑いޟ

シンޔߢ概念を加えることߥる新たߔた両者を੺ߒ分断ޔ出来る。߹た߇ることߖࠄ終わߢることࠇ

ߥ࡞ࡊ 3 段㓏の構࿑߇ቢ成ߔる。新たߥ概念のࠕࡕ࡯࡙ޟ・センスޟޔߪޠ発見力ޟޠ構成力ޟޠ表

現力್ޟޠ断力ޠの 4 領域を持ちޔ学校教育において߽ޟޔ生߈る力ޟޠゆとޟޠࠅ豊ߥ߆人間性ޠ

の理念に深い関わࠅを持ߞている。 

㧔㧞㧕第㧞ス࠹ッࡊ㧔網 網 網  を参照㧕 

ߒ。るߥ問題に߇߆うに捉えるࠃのߤをޠ質ޟそのޔてߞࠃ定義にߥの新たޠࠕࡕ࡯࡙ޟޠ笑いޟ

て人間に良い影響をਈߞࠃにޠ笑いޟてのߴߔޔ微笑を含めޔࠢ࡯ッࠢ・ࠫョ࡜ࡉޔ࠻ウࠖッޔߒ߆

えることޔ߇వ行研究ߢ᣿߆ࠄにߞߥている。 

つ߹ޟޔࠅ質ߪޠ倫理਄の問題ߢあޔࠅ他者へޟ笑いޠを伝㆐ߔる際の取ࠅ扱い次第ߢあるޔࠄ߆

笑ޟߥ良質߇そ人間ࠃある。おߢ߈ߴて考えるߒて別個にߒとޠ事㗄߈ߴ気をつけるߢ笑いの伝㆐ޟ

いߢޠあると認識ߔる߽のޔߪ毒ߥ߇いޔਅ品ߥߢいޔ人を傷つけߥいߤߥの表現਄のޟ美ߒさߢޠ

あޟޔࠅちࠂうࠃߤさߢޠある。そߒてޔその価値基準ᤨߪと場合にߞࠃて変化ޔߒ変化の対応࡙ޟߪ

 。るࠇࠄߨにᆔޠ断力್ޟのޠセンス・ࠕࡕ࡯

߹たޟޔ質ޠに関ㅪߒたޟ笑いޠの分類㧔ࠫョޔࠢ࡯コࡒッࠢޔウࠖッޔ࠻シュޔ࡞࡯言葉あそび

 。あるߢ߈ߴるߔ研究ߢた߽の㧕について߽別個߈とめて߹߇研究者ޔߤߥ

㧔㧟㧕第㧟ス࠹ッࡊ㧔網 網 網  を参照㧕 

のޠセンス・ࠕࡕ࡯࡙ޟ 4 領域ޔߪ学校教育におけるࠕࡕ࡯࡙ޟ教育ޠを進める਄ߢの指㊎とޔࠅߥ

学校教育ߢの学習内容と育てࠇࠄる߈ߴ能力・資質との関ㅪ性を見出ߔこと߈ߢ߇る。 

く߈を大ޠࠕࡕ࡯࡙ޟ。あるߢを見つける力ޠࠕࡕ࡯࡙ޟޔߪޠ発見力ޟ 2 つに分けるᤨࡁޔンࡃ

ࠄࠇる。こࠇࠄに分けޠࠕࡕ࡯࡙ޟの࡞ࡃ࡯ࡃޔ㧕とߤߥ表情߿߈動ߥ㧔滑Ⓚޠࠕࡕ࡯࡙ޟの࡞ࡃ࡯

・の家庭環境・߽のの考え方ࠅ一人߭とޔとޠࠅ文化的隔たޟのߤߥ言語・習慣・ቬ教・倫理観ޔߪ

趣味ߤߥのޟ個人的隔たޠࠅの影響をฃける。知識㊂の増加ޔߪ認知߈ߢるޠࠕࡕ࡯࡙ޟの増加と比

例ߔるのߥߪߢい߆と考えࠇࠄる。 

会話の筋立てを行うため߿ある。文章ߢるための力ߔを他者への伝㆐ޠࠕࡕ࡯࡙ޟޔߪޠ構成力ޟ

にޔある程ᐲの論理構成力߇必要ߢある。 

ޔࠇあߢある。俳優ߢ全般的に必要߇る能力ߔ表現に関ޔߤߥ対人能力ޔ文章表現力ޔߪޠ表現力ޟ

音楽演奏者ߢあޔࠇス࠷࡯ࡐㆬ手ߢあޔࠇቢ璧ࡑ࡯ࠜࡈࡄߥンスߥߢけ߫ࠇ人々を感動さߖることߪ

感情表現能力㧕ޔ演者的資質㧔対人能力ޔ作家的資質㧔語彙力・文章表現力㧕ޔてߞ߇たߒ。いߥ߈ߢ

に分けて育成ߥߒくてߥࠄߥߪい。 

。あるߢ扱いに注意を払う能力ࠅの取ޠࠕࡕ࡯࡙ޟその都ᐲޔߒቴ観的に物事を分析ޔߪޠ断力್ޟ

俗的ߥ言い方をޟޔ߫ࠇߔ空気を⺒߻力ߢޠあޔࠅ倫理・㆏ᓼ的要素߽強い能力ߢあるといえる。 
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以਄を踏߹えるとޔ学校教育におけるࠕࡕ࡯࡙ޟ教育ޠのౕ体的方策とߒてޔ言語能力の育成ޔ子

ޔスࠞッション形式授業の増加ࠖ࠺ޔ異文化理解と個性のዅ㊀ޔションのల実࡯ケ࠾ュࡒとのコ߽ߤ

るߔに対ޠ笑いޟ教師のޔ概念のዉ入ޠ࡯シ࡜࠹࡝・ࠕࡕ࡯࡙ޟޔの実践に学ぶޠお笑い教師同盟ޟ

意識改革の 7 点をឭ案߈ߢるࠈߛう。 

 

㧞．今ᓟの展望Ԙ࡝࡮ࠕࡕ࡯࡙ޟテޠ࡯ࠪ࡜研究について 

網 ߪߢ日本ޔߪޠ教育ࠕࡕ࡯࡙ޟ 21 世紀ࠄ߆本格的にߞ߹ߓߪた߫ࠅ߆のޔ未開の研究分㊁ߢある。

の本質とޠ笑いޟޔ߇いߒ非常に難ߪうこと߆概念に立ち向ߥ߈く大ߥ途方߽ޔというޠࠕࡕ࡯࡙ޟ

周辺のつ߇ࠅ߇ߥ᣿確にޔ߫ࠇߥ誰߽ޟ߇笑いޠの効用を੨ฃޔߒ豊ߥ߆人生を送ࠇるࠃうにߥるߛ

 。課題߽多い߈ߴるߔ検討ޔゆえにࠇう。そࠈ

網 本研究以降の展望とߒてޔߕ߹ޔ学校教育におけるࠕࡕ࡯࡙ޟ・センスޠと学習・教科内容の共通

点についてさࠄに検討ౕޔߒ体的方策の実現に向けたࠕイࠕࠖ࠺を出ߒてい߈たいと考えている。 

特に࡜࠹࡝・ࠕࡕ࡯࡙ޟޔシޠ࡯のあࠅ方について検討ߒたい。特に子ߪ߽ߤ学校生活の中ޔߢ人

知ޟߕࠇ笑いޠを生み出ߒている。授業中の落書ޔ߈教師߇いߥい場所ߢ話さࠇる教師のᗱ痴ࡁࡕ߿

࡙ޟߔ生み出߇たち߽ߤ子ߢい場所ߥ߆教師の目につޔߤߥ࠻学校裏サイޔめߓいޔࠄߕいたޔࡀࡑ

 。たいߒと๭ぶことにޠࠕࡕ࡯࡙・࡜ンࠣࠕޟߪߢここޔをޠࠕࡕ࡯

うに思ࠃているࠇ溢ߢޠ笑いޟい要素のߥくߒ߹の教育਄望߽ߤ子ޔߪにޠࠕࡕ࡯࡙・࡜ンࠣࠕޟ

う。教師ߪ子߽ߤたちの気持ち߇投影さࠇたࠕޟンࠣޠࠕࡕ࡯࡙・࡜に対ߤޔߒのࠃうに向߈合ߞて

いく߆を真剣に考えߥくてߪいけߥい。その解᳿策とߒてޔ子߽ߤに࡜࠹࡝・ࠕࡕ࡯࡙ޟシޠ࡯を教

育ߔることを薦めたい。߹たޔその実現に向けޔいߓめ߿落書߈に潜ޠࠕࡕ࡯࡙ޟ߻の実態をޔ੹後

の研究ߢ見出ߒてい߈たい。 

 

㧟．今ᓟの展望ԙࠕࡕ࡯࡙ޟ教師教育ޠの実現に向ߌて 

最後にࠕࡕ࡯࡙ޟޔ教師教育ޠの早期᥉及に向けた概念の検討ߢある。2011 年の教師の病気休職者

てߒ依然とޔた߽ののߒ減少ࠅࠃ前年ᐲޔߪ 5000 人を超えている
(39)

。教師にとߞてޔここ߹ߢ心理

的⽶荷を高めている߽のߪ何߆と考えたとޔ߈教師߇持ߞて生߹ࠇたޟ素ޠの自分とޔ教師とߒての

 。うに思えたࠃているߒ関ㅪ߇ࡊの自分のࠡャッޠ理想ޟ

㧔㧝㧕日本の笑いにߌ߅る文ൻ的土壌とޟ素ޠ 

網 教師に求めࠇࠄる使๮感߿⽿任感ޔߪ他の職業に比ߴて極めて㊀い。子߽ߤをฃけ持ちޔ育てる現

場の最前線に立つことޔࠄ߆教師ߪ子߆߽ߤつ保護者ࠄ߆見て߽ޟ良識ある人の鑑ߢޠあࠄߥ߫ߨࠄ

教育にޔうと振る舞いࠃࠇࠄ見ࠄ߆て周࿐ߒとޠ良識ある人の鑑ޟޔࠅࠃࠈߏ日ߪい。ゆえに教師ߥ

とߞて望߹ߒくߥい姿ߪ見ߖ߹いと考えているߛߕߪ。 

網 ޠ素ޟたࠇ߹て生ߞ持ޔࠅあߢ教師自身߽人間ޔࠄ߇ߥߒ߆ߒ
(40)

あるޔߪある。教師という઀事߇
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面ࠄ߆いえ߫ޔ自身のޟ素ޠを᛼ߒᲕߒてᰳޔ点ߥࠇ߫߇いࠃうに子߽ߤたちと接ߔる઀事ߢあると

いえる。一方ޔ教師を見ている側の子ߪ߽ߤというとޔ授業߿学校生活ᤨߢ᛬にߓみ出る教師のޟ素ޠ

を見逃さߥい。例え߫ޔ教師のいߥいとこޔߢࠈ⁛特の઀草߿ჿの調子を真似ޔߒある授業の教師の

 。るߔ࠻ウンࠞߢの端に正のሼ࠻࡯ࡁ教師のญ癖をޔ授業中ߪる。あるいߔタにࡀスを笑い話のࡒ

このࠃうに子߇߽ߤ教師のޟ素ᰳ߿ޠ㒱ޔ不満を笑いへと変឵さߖることߪ珍ߒくߥい。自分自身

のޟ素ޠを見ߖ߹いとߔる教師とޔ見つけࠃうとߔる子߽ߤたちの意識的ࠡャッࡊを見たᤨޔ教師自

身ޟ߇素ޠをฃけ入ޔࠇそࠇを活ߒ߆た教育・指ዉを見出ߥߪߢ߈ߴߔい߆と考えている。さࠄに言

え߫ޟޔ素ޠのฃけ入ࠇ方にߞࠃてޔ教師の心理的⽶荷を大߈く軽減さߖること߇出来るࠃうに思う

のߢある。 

そ߽そ߽日本にޔߪ人間のޟ素ޠその߽のを文化とߒて歓迎ޔߒ楽߽ߒうとߔる土壌߇ある。࡝ࡂ

日本ޔたᤨの体験を基にߞ落語の舞บに立߇自身ޔ߿の漫才࠻ケッ࡜・࡞ࡑイ࠳↰中ޔߪ㧔2009㧕࠻

の文化ผにޔߪ演者߇失敗ࠕ߿ドߢߤߥࡉ࡝見ߖるޟ素ޠをࠈߒ߻歓迎ޔߒさࠄに観ቴと演者߇共に

たߒることを指摘ߔሽ在߇という場ޠᐳޟるߔを共有ޠ笑いޟ
(41)

。
 

この文化的潮流ޔߪ現在の日本のお笑い界に߽⣂々とฃけ⛮ࠇ߇ている。お化け番組と߽言わࠇた

บ本਄߿いわゆるお約束㧔紋ಾ型の番組構成ޔߪたのߞ߿追いࠄ߆ࡆ࡟࠹をޢ᱄ドンޡ߿ޢࡈ࡝ドޡ

とޔ見てみたい߇の部分ޠ素ޟと人間のߞ߽ޔߒさ߇㧕の番組構成に嫌気ࠅ取ࠅ߿たߞ߈ࠅ߹の᳿ߢ

いう視聴者の要望ߛと考えࠇࠄる。以降 80 年代に入ߞてޔ視聴者に支持さࠇて߈た番組ޔߪ素人参

加型ޔドッࠠߒߥࡐࠕޔ࡝㧔許可ߥく飛び込みの取᧚㧕・スࠫߒߥ㧔打ち合わ߿ߖบ本のߥい番組㧕

の番組ߢあߞた㧔須↰ࠄ㧘2008㧕(42)
。 

お約束を打ち破ޔࠅ常に人間の本質的ߥ興味を示ߒ⛯けて߈たࡆ࡟࠹番組。学校ߢ学ぶ子߽ߤたち

に߽ޔ少ߕࠄ߆ߥその影響߇ある߽のと考えてࠃいࠈߛう。教師のޟ素ߢߔߪޠに隠ߒಾߥࠇい߽の

とߞߥている。ゆえに教師ޟޔߪ素ޠを覆い隠ߔのߥߪߢくޔฃけ入ࠇるという姿勢を持つ必要߇あ

る。少々の失敗ࡒ߿スを気にࠈߒ߻ޔߕߖ生ᓤと共に笑いあう心のゆとࠅを持つߢ߈ߴある。 

問題の解᳿ߪߢ直ること߈て開ߒ点に対ᰳ߿失敗ޔߒけ出ࠄをさޠ素ޟているߞ持߇教師ޔߒ߆ߒ

にߥࠄߥߪい。そߪߢࠇ個性の᛼ߒつけߢあޔࠅ教師の人間的成長を否定ߔることにߥる。教師自身

 。るߥ最大の焦点に߇という点ޔ߆るߔ࡞࡯ࡠ࠻にコン߆をいޠ素ޟているߞ持߇

㧔㧞㧕ޟ笑わࠇ力ޠとޟ素ޠとの関係性について 

の芸ࡠࡊޔߪ↰ある。ᄥߢい能力の概念ߒた新ࠇてឭ案さߞࠃ㧔2008㧕にࠄ↰ᄥޔߪޠ力ࠇ笑わޟ

人߇持ߞている話術߿笑いのᛛ術をޟ笑わߖ力ޠと๮ฬߒた਄ޔߢ次のࠃうに述ߴている。 

 

㧔ޟ笑わߖ力ޠとߪ㆑い㧕ࠅࠃ良い人間関係を築くためޔ自然ޟߥ笑みޠを生み出ߔ力ޡ߇笑

わࠇ力ޡ。ߔߢޢ笑わࠇ力ޢの目的ޟޔߪ笑わߖるޠことߥ߽ߢけޟ߫ࠇ笑わࠇるߛޠけ߽ߢあ

目߇こそޠい人間関係ࠃ心地ޟことのవにあるޠるࠇ笑わޟޔߒߛけࠄ素の自分をさ。ࠎߖ߹ࠅ
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的ߔߢ
(43)

。 

 

網 つ߹ޟޔࠅ笑わࠇ力ޠとޔߪ自分自身のޟ素ࠄ߆ޠにߓみ出る࡙ࠕࡕ࡯をฃけ入ޔࠇ心地ࠃい笑い

へと変឵ߔる能力を指ߔのߢある。ࡆ࡟࠹ࠫࡈ系列の番組ࠢޡイ࠭！ࠠࡋサࠧンޢを߆ߞ߈けにޔい

わゆるޟおࠞࡃタ࡟ン߇ޠ࠻茶の間の人気を博ߒたᤨ期߇ある。彼ޔߪࠄ自߇ࠄ持ߞているޟ無知ޠ

というޟ素ޠをさࠄけ出ߒていた。滑Ⓚߢ馬鹿馬鹿ߒく߽ޔそこࠄ߆にߓみ出る人間ߒࠄさ߿個性ޔߪ

多くの視聴者にᗲさࠇたのߢある。このޟ笑わࠇ力߇ޠၭわޔࠇ自身のޟ素ޠを理解ߒコン࡞࡯ࡠ࠻

出来ることޔߢ教師の心理的⽶荷を軽減ߔること߇可能にߥると考えࠇࠄる。 

਄條㧔2005㧕ޔߪ学校に色々ߥ個性を持ߞた教師߇いるࠄ߆こそ面⊕いのߛと主張ޔߒさࠄに教師

の個性を活ߔ߆方法とߒてޔ日本ࡆ࡟࠹系列の番組ޡ笑点ޢの大喜利ࡅࠄ߆ン࠻を得てޔ次のࠃうに

述ߴている。 

 

ていߒ出ࠅい状況をつくߔ߿ߒて発生ߒ቟定߇笑いޔてߞࠃを立てることにޠ࡯タࠢ࡜ャࠠޟ

るのߢある。㧔中略㧕教師߽ある種の人気商売と考えޔ߫ࠇ価値観の多様化ߒた子߽ߤたちとの

関係ߠくࠅをଦߔための઀掛けの 1 つとߒてޔ自分自身のࠠޟャࠢ࡜タޠ࡯に意識的にߥること

うࠈߛことߥ必要ߪ
(44)

。 

 

網 ਄條߇ឭ案ߔるࠠޟャ࡜のᛛ術ޔߪޠ自ࠄのޟ素ޠをࠠޟャࠢ࡜タޠ࡯とߒて前面に᛼ߒ出ߔこと

にߞࠃてޔ子߽ߤとのコࡒュ࠾ケ࡯ションを౞滑に࿑ること߇出来る。਄條の事例ޟޔߪ笑わࠇ力ޠ

に通ߓる߽の߇あࠠޟޔࠅャ࡜のᛛ術ޠのࠃうౕߥ体的ߥ実践例をޔ現場ߢ蓄積さࠇた߽のޔࠄ߆さ

 。あると考えている߇必要ߔ出ߒにតࠄ

網 学校教育において߇ࠕࡕ࡯࡙ޔ適ಾに用いࠇࠄるためにޔߪ教師のࠕࡕ࡯࡙ޟ・センスޠを磨いて

いくこと߇㊀要にߥる。とࠅわけ್ޟ断力߇ޠ㊰ߥࠄいࠃうޔ心理的余裕の確保ߪ行わࠇるߢ߈ߴあ

とߛをਈえる߽のࠅゆとߥ精␹的ޔߒ解᡼ࠄ߆を束縛ޠ素ޟ教師のޔߪという概念ޠ力ࠇ笑わޟޔࠅ

信ߓている。そのౕ体的ߥ実践とߒてߕ߹ޔ自分をࠃく知ࠅ㧔自己分析㧕ቴ観視ߔること߇大ಾߢあ

 。うࠈ

網 ੹後࡜࠹࡝・ࠕࡕ࡯࡙ޟޔߪシࠕࡕ࡯࡙ޟޠ࡯教師教育ޠをࠠ࡯ワ࡯ドとߒてޔ多くの実践報告の

中ޔࠄ߆教師のޟ素ޟ߿ޠ個性ޠをሽ分に生ߒ߆たޔ無理のߥい指ዉ法をࡇッࠢࠕッޔߒࡊ集積さࠇ

た࡯࠺タࠄ߆理論を確立ߒてい߈たい。そのためにޔߪお笑い界߿芸能界ࠄ߆教育界へ落とߒ込ߢࠎ

いく࠻ޔッ࠳ࡊウンの理論構成ߛけߥߢくޔ実際の教育現場を⷟߈込みࠕࡓ࠻ࡏޔࠄ߇ߥッࡊの理論

構成を行わߥくてߥࠄߥߪいࠈߛう。 
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